
1クールの日数 放射線治療

28日 ■なし　□あり

投与日

d1-21 ① イブランスカプセル  125mg/日　分1

　乳癌パルボシクリブ療法は、ホルモン陽性かつHER2陰性の転移・再発乳癌に対して、内分泌療法と併用して行う治療
法です。1日1回食後に内服し、3週間内服1週間休薬を繰り返します。臨床試験では内分泌療法単独と比較して病変が
増悪しない期間を延長する効果を認めましたが、パルボシクリブを併用するどうかは、病状や予想される効果や副作用な
どによって判断されます。副作用には、好中球減少症や血小板減少症などがあります。副作用が強い場合は、延期や中
止、減量を行います。

プロトコール名

乳癌パルボシクリブ療法(フルベストラント併用)

コメント

薬品名（※赤字は抗がん薬）

フルベストラント：1回500mgを、初回、2週後、4週後、その後4週ごとに1回、左右の臀部に1筒ずつ筋肉内投
与する。

プロトコールに関する解説
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